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マ
ス
ク
の
出
荷
数
量
は
２

０
２
２
年
４
～
12
月
ま

で
で
約
35
億
枚
、
在
庫

量
は
約
13
億
枚
だ
っ

た
。
昨
年
は
出
荷
量
を

前
年
同
期
比
で
約
半
分

に
減
少
さ
せ
、
在
庫
数

量
と
も
に
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
だ
と
い
う
。
除
菌

用
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ

の
出
荷
量
は
、
同
年
４

～
９
月
の
期
間
で
前
年

同
期
比
８
％
増
の
約
２

億
個
、
消
毒
用
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
シ
ュ
は
９
％
減

の
約
４
０
０
万
個
と
な

っ
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
必
要
な
ア
ル
コ
ー
ル
綿

や
絆
創
膏
な
ど
の
衛
生

材
料
は
、
需
要
拡
大
に

備
え
つ
つ
、
安
定
供
給

を
進
め
て
い
る
。

　

マ
ス
ク
の
品
質
指
標

と
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｔ
９

０
０
１
適
合
番
号
は
、

現
在
ま
で
に
約
８
０
０

社
１
８
０
０
製
品
に
発

出
し
て
い
る
。
内
訳
は

一
般
用
マ
ス
ク
が
７

割
、
医
療
用
マ
ス
ク
が

３
割
。
ま
た
、
昨
年
９

月
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合

番
号
検
索
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
さ
せ
、
適
合
番
号
を
検

索
し
て
正
規
品
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

マ
ス
ク
の
今
後
の
需
要
性

に
つ
い
て
日
衛
連
は
「
家
庭

内
備
蓄
や
企
業
内
備
蓄
の
需

要
は
落
ち
着
い
た
が
、
日
常

的
に
使
用
す
る
環
境
が
長
く

続
い
て
お
り
、
消
費
量
は
現

在
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て

い
る
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変

化
な
ど
に
よ
り
様
々
な
素
材

の
採
用
や
形
状
、
カ
ラ
ー
展

開
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
の

で
、
市
場
活
性
化
が
期
待
で

き
る
」
と
し
て
い
る
。

　

22
年
度
の
事
業
活
動
で

は
、
環
境
配
慮
の
啓
発
活
動

を
引
き
続
き
推
進
・
強
化
し

た
。
21
年
度
よ
り
会
員
各
社

の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、
使

用
後
の
商
品
の
適
切
な
廃
棄

を
促
す
環
境
対
策
マ
ー
ク

や
、
環
境
啓
発
サ
イ
ト
へ
誘

導
す
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
の
表
示
を
促
す
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
マ
ス
ク
の

啓
発
動
画
の
視
聴
数
は
22
年

４
～
12
月
ま
で
で
３
万
人
以

上
、
紙
お
む
つ
が
２
０
０
０

件
以
上
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ

ュ
が
３
５
０
０
件
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
展

示
会
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
ト
ー

よ
る
酵
素
な
ど
の
タ
ン
パ
ク

質
生
産
技
術
の
研
究
・
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
昨
今
は
そ

の
技
術
を
も
と
に
、
感
染
症

対
策
に
役
立
つ
タ
ン
パ
ク
質

と
し
て
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
０

年
に
は
、
北
里
大
学
、
Ｅ
Ｍ

Ｅ
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
感
染
抑
制
能
（
中
和
能
）

を
有
す
る
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
の
取

得
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬
と

し
て
の
有
用
性
検
討
を
目
的

に
、
２
０
２
１
年
、
北
里
大

学
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
、
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
、
生
理
学
研
究
所

と
共
同
で
、
動
物
モ
デ
ル
に

お
い
て
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
の
経
鼻

投
与
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
Ｖ

Ｈ
Ｈ
抗
体
の
治
療
薬
と
し
て

に
実
施
し
た
サ
ン
ス
タ
ー
の

調
査
で
も
１
３
４
６
名
の
う

ち
約
８
割
が
「
手
荒
れ
が
気

に
な
る
」
と
回
答
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
手
指
衛
生

を
し
つ
つ
肌
を
守
り
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、

サ
ン
ス
タ
ー
で
は
70
％
エ
タ

ノ
ー
ル
に
保
湿
成
分
で
あ
る

オ
リ
ー
ブ
果
実
油
を
独
自
の

乳
化
技
術
に
よ
り
安
定
的
に

配
合
し
た
し
っ
と
り
感
の
得

ら
れ
る
製
剤
を
開
発
し
、
抗

Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
効
果
を
確
認
す
べ

く
評
価
試
験
を
行
っ
た
。
ｉ

ｎ　

ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
評
価
と
し

て
標
準
化
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

評
価
方
法
（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ　

Ｅ

１
０
５
２
―
20
規
格
）
に
則

り
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
オ

リ
ー
ブ
果
実
油
配
合
70
％
エ

タ
ノ
ー
ル
製
剤
を
Ａ
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
60

秒
作
用
さ
せ
る
と
、
９
９
・

９
９
９
％
以
上
（
検
出
限
界

以
下
）
不
活
化
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

同
社
で
は
、
今
回
の
結
果

を
受
け
「
エ
タ
ノ
ー
ル
に
よ

る
手
荒
れ
を
防
ぎ
な
が
ら
毎

日
の
手
指

衛
生
を
行

え
る
習
慣

づ
く
り
へ

の
貢
献
が

期
待
で
き

る
。
今
後

は
実
使
用

で
の
抗
ウ

イ
ル
ス
効

果
の
検
証

や
、
独
自

製
法
を
活

用
し
た
新

た
な
製
品

へ
の
応
用

な
ど
、
お

客
様
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
製
品
開
発
を

進
め
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

キ
ョ
ー
２
０
２
２
」
に
日
衛

連
と
し
て
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
医
薬
部
外
品
の
経
血
吸

収
関
連
商
品
や
周
辺
商
品
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
事
業
活
動

計
画
に
つ
い
て
、
澤
田
会
長

は
「
感
染
対
策
や
大
規
模
災

害
に
対
す
る
備
え
、
衛
生
製

品
の
安
定
供
給
・
商
品
の
品

質
向
上
」「
環
境
政
策
の
推

進
」「
消
費
者
・
利
用
者
に

安
心
・
安
全
の
信
頼
を
い
た

だ
く
標
準
化
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
の
推
進
」「
国
際
連

携
の
推
進
＝
中
国
・
欧
州
・

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
日

本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
公
募
に
採
択
さ

れ
、
枯
草
菌
を
用
い
た
医
薬

品
製
造
基
盤
構
築
を
目
指
し

北
里
大
学
、
自
然
科
学
研
究

機
構
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
、
塩
野
義
製

薬
の
間
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

一
方
で
花
王
は
、
Ｖ
Ｈ
Ｈ

抗
体
を
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
応
用
す
る

検
討
も
進
め
、
２
０
２
２
年

４
月
に
は
、
理
研
、
東
北
大

学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
創
出

し
た
タ
マ
ク
ラ
ゲ
由
来
の
蛍

光
タ
ン
パ
ク
質
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
Ｇ

ｏ
ｌ
ｄ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
Ｖ

Ｈ
Ｈ
抗
体
を
連
結
す
る
こ
と

で
、
感
染
細
胞
内
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
粒
子
が
成
熟

す
る
経
路
を
捉
え
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
、理
研
、

北
里
大
学
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、
Ａ
ｚ
ａ
ｌ

ｅ
ａ
Ｂ
５
、
Ｋ
ｉ
ｋ
Ｇ
な
ど

高
輝
度
な
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

と
連
結
し
た
蛍
光
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗

体
は
、
口
腔
内
か
ら
採
取
し

た
検
体
を
用
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
診
断
ツ

ー
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し

て
い
る
。

　

花
王
は
、
こ
れ
ま
で
に
開

発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
結
合
す
る
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体

と
高
輝
度
な
蛍
光
タ
ン
パ
ク

質
を
連
結
し
た
融
合
タ
ン
パ

ク
質
を
用
い
て
、
感
染
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動

態
や
感
染
者
の
診
断
へ
の
応

用
を
検
討
し
て
き
た
が
、
今

回
は
さ
ら
に
環
境
中
に
お
け

る
ウ
イ
ル
ス
の
簡
便
な
可
視

化
技
術
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

パ
ラ
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
で

処
理
し
感
染
能
を
な
く
し
た

上
で
、
ウ
イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
を

染
色
す
る
Ｓ
Ｙ
Ｔ
Ｏ
82
、
Ｓ

タ
ン
パ
ク
質
に
結
合
す
る
Ｋ

ｉ
ｋ
Ｇ
融
合
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
を

加
え
て
染
色
ウ
イ
ル
ス
粒
子

を
調
製
し
た
。
作
製
し
た
ウ

イ
ル
ス
粒
子
を
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
布
に
滴
下
し
、
繊
維
に
ウ

イ
ル
ス
を
付
着
さ
せ
、
蛍
光

顕
微
鏡
で
観
察
し
た
と
こ

ろ
、
繊
維
上
に
ウ
イ
ル
ス
由

来
の
蛍
光
（
Ｓ
Ｙ
Ｔ
Ｏ
82
）

と
Ｋ
ｉ
ｋ
Ｇ
融
合
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗

体
由
来
の
蛍
光
が
同
じ
位
置

に
検
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
繊
維
に
付

着
し
た
ウ
イ
ル
ス
粒
子
を
Ｋ

ｉ
ｋ
Ｇ
融
合
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
由

来
の
高
輝
度
な
蛍
光
で
可
視

化
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
し
た
布
を
衣
料
用
洗
剤

で
洗
た
く
し
た
と
こ
ろ
、
Ｋ

ｉ
ｋ
Ｇ
―
Ｖ
Ｈ
Ｈ
融
合
タ
ン

パ
ク
質
由
来
の
蛍
光
が
繊
維

上
か
ら
顕
著
に
減
少
す
る
こ

と
も
確
認
で
き
た
。

　

今
回
の
検
討
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
電
子
顕
微
鏡
な
ど
で

し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
環

境
中
の
ウ
イ
ル
ス
粒
子
が
、

高
輝
度
な
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

と
分
子
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
高

い
結
合
性
能
を
備
え
た
Ｖ
Ｈ

Ｈ
抗
体
に
よ
る
融
合
タ
ン
パ

ク
質
に
よ
っ
て
、
簡
便
に
観

察
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
布
か
ら
、
洗
た
く
に
よ

っ
て
Ｖ
Ｈ
Ｈ
融
合
タ
ン
パ
ク

質
由
来
の
蛍
光
が
減
少
す
る

様
子
も
確
認
で
き
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
技
術
を
応
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
ば
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
環
境

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス

の
存
在
状
態
を
も
簡
便
に
観

察
で
き
る
よ
う
に
な
る
可
能

性
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

繊
維
上
の
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
や
す
い
部
位
、
衣
類
以
外

の
環
境
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル

ス
と
そ
の
除
去
の
状
態
を
可

視
化
す
る
こ
と
で
、「
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
す
る
技
術
開

発
に
役
立
つ
」（
同
社
）
と

い
う
。

　

正
月
の
風
物
詩
で
あ
る

「
箱
根
駅
伝
」
は
来
年
、

記
念
す
べ
き
１
０
０
回
大

会
を
迎
え
る
。
従
来
の
参

加
資
格
は
、
関
東
学
生
陸

上
競
技
連
盟
男
子
登
録
者

の
み
だ
っ
た
が
、
１
０
０

回
大
会
で
は
ル
ー
ル
変
更

が
行
わ
れ
、
今
秋
開
催
の

予
選
会
へ
の
出
場
機
会
が

全
国
の
大
学
（
日
本
学
生

陸
上
競
技
連
合
男
子
登
録

者
）
に
も
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

高
校
の
有
望
選
手
が
箱

根
出
場
校
へ
と
軒
並
み
進

学
し
、
関
東
一
極
集
中
が

起
き
て
い
る
中
で
、
地
方

の
大
学
が
予
選
会
を
突
破

し
、
本
戦
で
好

成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
る

の
か
。
99
回
大

会
が
終
わ
っ
て

か
ら
ま
だ
１
カ

月
半
し
か
経
っ
て
い
な
い

が
、
次
回
が
今
か
ら
楽
し

み
で
あ
る
。

　

さ
て
、
３
歳
の
娘
が
今

月
か
ら
体
操
教
室
に
通
う

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
機

に
自
分
も
日
頃
の
運
動
不

足
を
解
消
し
よ
う
と
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
始
め
て
み
た
。

　

家
か
ら
３
キ
ロ
離
れ
た

場
所
に
体
操
教
室
が
あ

り
、
徒
歩
だ
と
約
40
分
か

か
る
道
程
を
、
ま
ず
は
20

分
を
目
標
タ
イ
ム
に
設
定

し
、
自
転
車
で
娘
を
送
迎

す
る
妻
の
後
ろ
を
必
死
で

追
い
か
け
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
あ
っ
て
、
自
宅
で
念

入
り
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
柔

軟
体
操
を
行
い
準
備
万
端

で
臨
ん
だ
が
、
往
路
は
朝

９
時
で
気
温
が
ま
だ
低

く
、
必
死
に
走
っ
て
も
全

く
汗
を
か
か
な
い
ほ
ど
の

寒
さ
で
、
信
号
待
ち
や
歩

道
橋
の
上
り
下
り
と
い
っ

た
想
定
外
の
ロ
ス
タ
イ
ム

に
も
見
舞
わ
れ
、
25
分
台

と
目
標
に
届
か
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
体
操
教
室
を
昼

前
に
出
発
し
た
復
路
は
朝

よ
り
も
走
り
や
す
い
気
温

で
、
信
号
待
ち
が
少
な
か

っ
た
こ
と
も
幸
い
し
往
路

よ
り
５
分
短
縮
で
き
、
目

標
の
20
分
で
自
宅
に
辿
り

着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
達
成
感
に
浸
っ
て

い
る
と
、
左
膝
の
外
側
に

違
和
感
を
覚
え
、
久
し
ぶ

り
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
２

～
３
日
は
階
段
を
下
り
る

の
が
辛
か
っ
た
。
幸
い
に

も
す
ぐ
に
痛
み
が
治
ま

り
、
次
の
週
末
も
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
し
た
が
、
今
度
は

左
膝
を
か
ば
っ
た
せ
い
で

右
膝
を
痛
め
て

し
ま
っ
た
。

　

以
前
の
自
分

な
ら
全
く
問
題

の
な
か
っ
た
走

る
量
（
ス
ピ
ー

ド
・
距
離
）
に
現
在
の
体

力
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
現
実
を
受
け
止
め
、
今

後
は
適
度
な
量
で
自
分
に

合
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
履

き
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で

走
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

き
た
い
。　　
　
　
　
（
之
）

正
し
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　

一
般
社
団
法
人
日
本
衛
生
材
料
工
業
連
合
会
（
略
称
＝
日
衛
連
）
は
１
月

16
日
、
都
内
で
３
年
ぶ
り
に
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
た
。
懇
親
会
前
に
開
い

た
記
者
会
見
で
、
澤
田
道
隆
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
初

め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年
が
経
ち
、
第
８
波
に
入
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
日
衛
連
が

関
わ
る
感
染
対
策
用
の
衛
生
製
品
・
材
料
の
供
給
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

花
王
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
研
究
所
は
、
理
化
学
研
究
所 

脳
神
経
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
細
胞
機
能
探
索
技
術
研
究
チ
ー
ム
と
、
北
里
大
学
大
村
智
記
念
研
究

所
、
Ｅ
ｐ
ｓ
ｉ
ｌ
ｏ
ｎ 

Ｍ
ｏ
ｌ
ｅ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
Ｅ
Ｍ

Ｅ
）
と
共
同
で
、
Ｖ
Ｈ
Ｈ
抗
体
に
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
を
組
み
合
わ
せ
た
融
合
タ
ン
パ

ク
質
を
用
い
、
繊
維
に
付
着
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―

2
）を
簡
便
に
可
視
化
で
き
る
可
能
性
を
見
出
し
た
。こ
の
成
果
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
中
の
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
場
所
の
詳
細
が

わ
か
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
・
除
去
で
き
る
製
品
の
開

発
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

澤 田 会 長

米
国
・
ア
ジ
ア
の
団
体
と
の

連
携
推
進
」「
日
衛
連
・
会

員
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
遵
守
」
の
５
つ
を
挙
げ
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
、
連

合
会
と
し
て
の
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
て
い
く
」
と

話
し
た
。

　

同
社
は
長
年
、
枯
草
菌
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
を
機
に
、
エ

タ
ノ
ー
ル
製
剤
な

ど
が
様
々
な
場
所

や
場
面
で
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な

り
、
流
行
当
初
は

頻
繁
な
エ
タ
ノ
ー

ル
製
剤
の
使
用
に

よ
り
、
手
の
乾
燥

や
手
荒
れ
と
い
っ

た
声
が
多
く
聞
か

れ
、
２
０
２
０
年

日衛連 衛
生
用
品
の
安
定
供
給
や
環
境
啓
発
活
動
へ
の
意
識
高
く

２０２３年は５つの
事業活動計画を推進

　

サ
ン
ス
タ
ー
は
、
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品
に
保

湿
目
的
で
汎
用
さ
れ
る
成
分
で
、
肌
な
じ
み
が

良
く
保
湿
効
果
が
高
い
オ
リ
ー
ブ
果
実
油
を
配
合
し
た
70
％
エ
タ
ノ
ー
ル

製
剤
の
抗
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
効
果
に
つ
い
て
ｉ
ｎ　

ｖ
ｉ

ｔ
ｒ
ｏ
評
価
に
て
検
証
し
、
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
同
研
究
成
果
は
、「
第
45
回
日
本
分
子
生
物
学
会
年
会
」（
２
０
２
２

年
11
月
30
日
～
12
月
２
日
）
に
て
発
表
し
て
い
る
。

保湿成分配合エタノール製剤に抗ウイルス効果を確認

サ
ン
ス
タ
ー

環
境
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
精
細
に
可
視
化

ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化・除
去
で
き
る
製
品
の
開
発
へ

花 王


